
話題が豊富な「日光・鬼怒川」
　　　　　　　　　　　　　　注目のエリア　　　　　　　　　　　　　　　　　

誘
客
事
業

首
都
圏
に
情
報
を
発
信

陽
明
門
４
年
ぶ
り
公
開

鬼
怒
川
沿
い
に
温
泉
旅
館
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陽
明
門

華
厳
ノ
滝

鬼
怒
川
温
泉

　
日
光
市
へ
の
観
光
客
は
首

都
圏
在
住
者
が
大
半
を
占
め

て
い
る
。
市
で
は
、
首
都
圏

に
向
け
て
効
果
的
な
情
報
発

信
が
行
え
る
よ
う
日
光
市
観

光
情
報
発
信
セ
ン
タ
ー
を
東

京
都
内
に
開
設
し
、
観
光
情

報
の
発
信
や
観
光
施
策
に
有

効
と
な
る
情
報
の
収
集
（
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）
を
行
っ
て

い
る
。

　
首
都
圏
か
ら
鉄
道
利
用
、

車
利
用
と
も
片
道
２
時
間
程

度
と
ア
ク
セ
ス
が
良
い
半

面
、
観
光
客
は
日
帰
り
観
光

が
多
い
。
日
光
市
は
温
泉
地

で
も
あ
る
た
め
、
市
で
は
宿

泊
旅
行
を
喚
起
で
き
る
よ
う

に
各
種
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
る
。

　
日
光
市
を
訪
れ
る
訪
日
外

国
人
旅
行
者
は
、
国
別
に
見

る
と
台
湾
が
最
も
多
く
、
以

下
、
タ
イ
、
中
国
、
香
港
と

続
き
、
ア
ジ
ア
圏
が
多
く
を

占
め
る
。
し
か
し
、
日
本
全

体
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

国
別
割
合
に
比
べ
る
と
、
欧

米
豪
地
域
の
割
合
が
高
い
こ

と
が
特
徴
だ
。日
光
市
で
は
、

国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
選
定
さ
れ
た
経
緯
も
含

め
、
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
は
ア
ジ
ア
圏
だ
け

で
な
く
欧
米
豪
に
も
展
開
し

て
い
く
方
針
だ
。

　
一
方
、
地
元
の
観
光
事
業

者
も
独
自
に
海
外
へ
の
セ
ー

ル
ス
を
し
た
り
、
市
内
で
外

国
人
旅
行
者
を
対
象
と
し
た

お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
を
開

く
な
ど
、
誘
客
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

鬼怒川公園岩風呂

　
今
、観
光
エ
リ
ア
と
し
て
栃
木
県「
日
光
・
鬼
怒
川
」

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
３
月

日
に
世
界
遺
産
・

日
光
東
照
宮
の
陽
明
門
が
４
年
ぶ
り
に
一
般
公
開
さ

れ
、
８
月

日
に
は
東
武
鬼
怒
川
線
に
Ｓ
Ｌ
の
運
転
が

始
ま
る
な
ど
、
話
題
が
豊
富
だ
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
魅

力
が
高
ま
っ
た
日
光
・
鬼
怒
川
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
紹

介
す
る
。

　
日
光
エ
リ
ア
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
と
言
え
ば
、
ま
ず
は
世

界
遺
産
「
日
光
の
社
寺
」
。

日
光
東
照
宮
、
日
光
山
輪
王

寺
、
日
光
二
荒
山
神
社
に
属

す
る
１
０
３
棟
の
建
築
物
群

と
こ
れ
ら
を
取
り
巻
く
「
遺

跡
（
文
化
的
景
観
）
」
だ
。

　
今
年
一
番
の
注
目
は
、
３

月

日
に
修
理
を
終
え
、
鮮

や
か
に
蘇
っ
た
日
光
東
照
宮

の
国
宝
「
陽
明
門
」
。
江
戸

時
代
初
期
の
彫
刻
、
錺
（
か

ざ
り
）
金
具
、
彩
色
と
い
っ

た
工
芸
・
装
飾
技
術
の
す
べ

て
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　
奥
日
光
の
自
然
も
見
ど
こ

ろ
の
一
つ
。
中
禅
寺
湖
は
、

海
抜
１
２
６
９
㍍
の
日
本
一

の
高
さ
を
誇
る
湖
で
、
春
の

ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
、
秋
の
紅
葉

が
特
に
見
事
だ
。

　
中
禅
寺
湖
の
流
出
口
に
あ

る
高
さ

㍍
の
大
瀑
布
、
華

厳
ノ
滝
は
、
日
本
三
大
名
瀑

布
の
一
つ
だ
。

　
鬼
怒
川
エ
リ
ア
で
の
観
光

地
の
代
表
が
鬼
怒
川
温
泉
。

江
戸
時
代
に
発
見
さ
れ
、
か

つ
て
は
日
光
詣
の
諸
大
名
や

僧
侶
だ
け
が
入
る
こ
と
を
許

さ
れ
た
。
鬼
怒
川
沿
い
に
は

旅
館
が
建
ち
並
ぶ
。

　
鬼
怒
川
公
園
裏
手
に
あ
る

の
が
公
共
の
温
泉
施
設
「
鬼

怒
川
公
園
岩
風
呂
」
。
内
湯

と
庭
園
風
の
露
天
風
呂
が
あ

り
、ゆ
っ
た
り
と
浸
か
れ
る
。

　
周
辺
に
は
「
東
武
ワ
ー
ル

ド
ス
ク
ウ
ェ
ア
」
や
「
Ｅ
Ｄ

Ｏ
　
Ｗ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｌ
Ａ
Ｎ

Ｄ
　
日
光
江
戸
村
」
と
い
っ

た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
も
あ
り
、

楽
し
め
る
。

中禅寺湖



ＳＬ「大樹」
新たな魅力

観
光
開
発
を
進
め
る
東
武
鉄
道

「ワールドスクウェア」新駅も

新型特急を導入
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新
型
特
急
「
リ
バ
テ
ィ
」

日
光
・
鬼
怒
川
エ
リ
ア
の
新
た
な
観
光
の
魅
力
と
な
っ
て
い
る
Ｓ
Ｌ
「
大
樹
」

東武ワールドスクウェア（左）まで徒歩１分の新駅「東武ワールドスクウェア」

▶
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト

ン
日
光
の
イ
メ
ー
ジ

金
谷
ホ
テ
ル

　
こ
こ
最
近
、
次
々
と
日
光

・
鬼
怒
川
エ
リ
ア
の
観
光
振

興
施
策
を
発
表
し
て
い
る
東

武
鉄
道
。
今
年
に
入
っ
て
か

ら
は
、
４
月

日
に
新
型
特

急
「
リ
バ
テ
ィ
」
を
導
入
、

８
月

日
か
ら
は
Ｓ
Ｌ
「
大

樹
」
の
運
行
を
開
始
し
た
。

ホ
テ
ル
事
業
で
は
、
昨
年
９

月
末
に
は
日
光
市
の
金
谷
ホ

テ
ル
の
株
式
を
取
得
し
、
さ

ら
に
同
年

月
７
日
に
は

「
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト

ン
日
光
」
の
２
０
２
０
年
開

業
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
特
急
「
リ
バ
テ
ィ
」
は
、

東
武
鉄
道
と
し
て

年
ぶ
り

の
新
型
特
急
だ
。
機
能
面
で

の
最
大
の
特
徴
は
併
結
・
分

割
機
能
。
こ
れ
ま
で
の
特
急

「
ス
ペ
ー
シ
ア
」
は
６
輌
編

成
で
固
定
だ
が
、
リ
バ
テ
ィ

は
３
輌
編
成
を
接
続
し
て
走

ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
浅

草
か
ら
東
武
日
光
、
鬼
怒
川

温
泉
に
行
く
に
は
下
今
市
駅

で
乗
り
換
え
る
必
要
が
あ
っ

た
が
、そ
れ
が
な
く
な
っ
た
。

　
日
光
・
鬼
怒
川
エ
リ
ア
ま

で
の
乗
車
は
２
時
間
弱
。
そ

の
間
、
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
や
各

座
席
に
コ
ン
セ
ン
ト
を
導
入

し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ

ホ
を
使
っ
て
旅
の
情
報
を
収

集
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
観
光
の
大
き
な
目
玉
と
し

て
存
在
感
を
高
め
て
い
る
の

が
、
Ｓ
Ｌ
「
大
樹
」
だ
。
東

日
本
大
震
災
の
影
響
で
日
光

・
鬼
怒
川
エ
リ
ア
の
入
り
込

み
が
冷
え
込
ん
だ
。
地
域
活

性
化
に
寄
与
す
る
た
め
の
鉄

道
会
社
な
ら
で
は
の
施
策
と

し
て
出
て
き
た
ア
イ
デ
ア
が

Ｓ
Ｌ
の
復
活
運
転
だ
っ
た
。

　
運
転
区
間
は
東
武
鬼
怒
川

線
の
下
今
市
―
鬼
怒
川
温
泉

間
の

・
４
㌔
。
１
日
３
往

復
、
約

分
か
け
て
走
る
。


年
度
は
土
休
日
を
中
心
に


日
間
運
転
予
定
で
、
紅
葉

シ
ー
ズ
ン
は
土
日
の
前
後
で

あ
る
月
曜
日
と
金
曜
日
も
運

転
す
る
。
８
、
９
月
の
利
用

状
況
は
９
割
ぐ
ら
い
の
席
が

埋
ま
っ
て
お
り
好
調
だ
。

　
鬼
怒
川
温
泉
に
あ
る
、
世

界
の
有
名
建
築
物
を
再
現
し

た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
パ
ー
ク
「
東

武
ワ
ー
ル
ド
ス
ク
ウ
ェ
ア
」。

そ
の
最
寄
駅
と
し
て
７
月


日
に
「
東
武
ワ
ー
ル
ド
ス
ク

ウ
ェ
ア
駅
」
を
開
業
し
た
。

東
武
鉄
道
と
し
て
は

年
ぶ

り
の
新
駅
。
今
ま
で
は
小
佐

越
駅
か
ら
徒
歩
で
約

分
だ

っ
た
が
、
新
駅
か
ら
は
徒
歩

１
分
と
東
武
ワ
ー
ル
ド
ス
ク

ウ
ェ
ア
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス

が
格
段
に
向
上
し
た
。
　

　
金
谷
ホ
テ
ル
は
、
１
９
７

３
年
に
外
国
人
向
け
宿
泊
施

設
と
し
て
開
業
し
た
日
本
最

古
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
。
観

光
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と
し
て

の
歴
史
・
伝
統
と
ブ
ラ
ン
ド

力
を
持
つ
金
谷
ホ
テ
ル
を
東

武
グ
ル
ー
プ
に
組
み
入
れ
、

東
武
グ
ル
ー
プ
全
体
で
共
用

す
る
こ
と
で
、
相
乗
効
果
が

出
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
「
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル

ト
ン
」
は
、
世
界
有
数
の
ホ

テ
ル
チ
ェ
ー
ン
で
あ
る
マ
リ

オ
ッ
ト
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
（
米
国
）
の
最
高
級
ブ

ラ
ン
ド
。
現
在
、
ハ
イ
エ
ン

ド
層
の
訪
日
外
国
人
旅
行
客

を
受
け
入
れ
る
ホ
テ
ル
が
な

い
た
め
、
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ

ー
ル
ト
ン
日
光
の
開
業
を
決

め
た
と
い
う
。
そ
れ
が
日
光

・
鬼
怒
川
エ
リ
ア
の
新
た
な

需
要
喚
起
に
も
つ
な
が
る
と

と
ら
え
て
い
る
。

　
東
武
鉄
道
は
近
年
、
観
光

振
興
に
力
を
入
れ
始
め
た
よ

う
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
違

う
と
い
う
。
「
い
ろ
い
ろ
種

を
ま
い
て
い
た
も
の
が
実
を

結
ん
だ
の
が
今
。
日
光
・
鬼

怒
川
エ
リ
ア
の
観
光
地
を
活

性
化
す
る
こ
と
が
地
域
の
貢

献
に
な
る
、
ひ
い
て
は
当
社

の
特
急
を
中
心
と
し
た
利
用

増
に
な
る
と
い
う
考
え
で
ず

っ
と
や
り
続
け
て
き
た
」

（
広
報
部
）
と
し
て
、
今
後

も
継
続
的
に
観
光
振
興
に
取

り
組
む
考
え
だ
。



東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
か
ら
日
光
・
鬼
怒
川
へ

地元と連携し販売強化
東武トップツアーズ

日光千姫物語鬼怒川温泉ホテル

花の宿　松やあさや

鬼怒川グランドホテル夢の季

鬼怒川パークホテルズ

構造ガイド
東京スカイツリー

夜間も開始

有
名
旅
館
・
ホ
テ
ル

当
館
の
イ
チ
オ
シ

視
界
不
良
時
の
楽
し
み

　
月
替
わ
り
「
特
選
懐
石
膳
」
は
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
プ

ラ
ン
で
用
意
し
て
い
る

「
結
旅
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
の
お
も
て
な
し
の
宿
。

種

類
以
上
の
料
理
が
楽
し
め
る
石
窯
ブ
ッ
フ
ェ
が
人
気
だ

　
花
の
宿
松
や
は
三
つ
の
美
術
館
を
併
設
し
て
い
る
。

大
正
時
代
の
洋
館
を
思
わ
せ
る
外
観
の
「
日
光
竹
久
夢

二
美
術
館
」
に
は
、
竹
久
夢
二
の
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
木

版
画
や
著
作
本
、
装
丁
本
な
ど
を
展
示
。
栃
木
県
足
利

市
で
活
躍
し
た
相
田
み
つ
を
の
作
品
を
集
め
た
「
相
田

み
つ
を
心
の
美
術
館
」、市
松
人
形
、ひ
な
人
形
、欧
州
か

ら
き
た
陶
磁
器
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ド
ー
ル
な
ど
貴
重
な

人
形
で
あ
ふ
れ
る「
日
光
人
形
の
美
術
館
」も
人
気
だ

　
鬼
怒
川
温
泉
の
中
で
最
も
高
い
場
所
に
位
置
す
る

「
空
中
庭
園
露
天
風
呂
」
。
季
節
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な

景
色
を
楽
し
め
る

　
鬼
怒
川
温
泉
を
一
望
す
る
高
台
に
位
置
す
る
鬼
怒
川

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
夢
の
季
。
安
ら
ぎ
満
ち
た
自
然
景
観

が
魅
力
。
客
室
や
料
亭
に
臨
む
美
し
い
池
泉
式
の
日
本

庭
園
は
、
移
り
変
わ
る
四
季
の
彩
り
で
、
風
雅
な
滞
在

を
約
束
し
て
く
れ
る

自
家
源
泉
を
使
用
し
た
多
彩
な
風
呂
と
鬼
怒
の
味
覚
を

楽
し
め
る
宿
。
日
本
古
来
の
色
調
や
文
様
、
意
匠
を
散

り
ば
め
た
「
木
の
館
」
に
は
露
天
風
呂
付
客
室
も
あ
り

温
泉
三
昧
の
旅
も
楽
し
め
る
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東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

夜
の
構
造
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

Ｖ
Ｒ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

　
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
豊
富
な
日
光
・
鬼

怒
川
エ
リ
ア
に
は
、
特
徴
の
あ
る
旅
館

・
ホ
テ
ル
も
数
多
く
存
在
し
、
お
も
て

な
し
の
心
で
宿
泊
客
を
日
々
迎
え
入
れ

て
い
る
。
な
か
で
も
有
名
な
６
館
を
厳

選
し
、
そ
の
同
館
イ
チ
オ
シ
の
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
。

　
日
光
市
と
東
武
グ
ル
ー
プ

は
共
同
で
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
に
出
展

　
東
武
グ
ル
ー
プ
は
、
東
京

都
墨
田
区
の
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

タ
ウ
ン
か
ら
日
光
・
鬼
怒
川

エ
リ
ア
へ
の
誘
客
に
も
取
り

組
む
。
沿
線
全
体
の
人
の
流

動
促
進
を
目
指
し
て
い
る
。

　
世
界
最
大
級
　
旅
の
祭
典

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ

ャ
パ
ン
２
０
１
７
」
で
は
、

９
月

～

日
の
展
示
商
談

会
に
日
光
市
と
共
同
で
ブ
ー

ス
を
出
展
。
「
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
か
ら
日
光

へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
鉄
道
の

旅
の
楽
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
天

望
デ
ッ
キ
、
天
望
回
廊
か
ら

の
絶
景
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
の
に
、
生
憎
の
雨
空
―
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
運
営

す
る
東
武
タ
ワ
ー
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
は
、
視
界
不
良
時
の
新

た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

「
Ｖ
Ｒ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」
を

開
始
し
、
顧
客
満
足
度
の
向

上
を
図
っ
た
。

　
内
容
は
、
視
界
不
良
時
に

稼
働
さ
せ
る
パ
ノ
ラ
マ
ス
ク

リ
ー
ン
を
利
用
。
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
ガ
イ
ド
付
き
の
「
体

験
！
ア
オ
ゾ
ラ
そ
う
じ
」
を

Ｖ
Ｒ
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
。

　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
天
望

回
廊
で
は
美
し
い
眺
望
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
定

期
的
に
ガ
ラ
ス
清
掃
を
行
っ

て
い
る
。
体
験
！
ア
オ
ゾ
ラ

そ
う
じ
は
、
こ
の
ガ
ラ
ス
清

掃
を
疑
似
体
験
で
き
る
。

　パンフレットを手に持ち、「日光・鬼怒川」
商品をアピールする東日本国内企画センター
の石川智也氏（右）と田熊美千代さん

　
今
年
の
５
月
、
開
業
５
周

年
を
迎
え
た
東
武
タ
ワ
ー
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
が
運
営
す
る
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
。
昨
年
９

月
か
ら
期
間
限
定
で
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
の
足
（
鼎
・
か

な
え
）
部
分
を
実
際
に
触
る

こ
と
が
で
き
、
防
災
上
の
主

要
な
構
造
で
あ
る
「
心
柱
制

振
」
と
い
う
構
造
を
模
型
や

パ
ネ
ル
で
解
説
す
る
「
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
構
造
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
て
き
た

が
、
こ
の
ほ
ど
、
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
の
点
灯
時
間
に
合
わ
せ

た
「
夜
の
構
造
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
」
を
開
始
し
た
。

　
夕
暮
れ
時
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
器
具
を
最
大
限
に
近
い
明

度
で
点
灯
す
る
白
色
の
演
出

照
明
の
点
灯
や
、
色
の
あ
る

通
常
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の「
粋
」

「
雅
」「
幟（
の
ぼ
り
）」、

ま
た
、
そ
の
他
の
特
別
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
へ
切
り
替
わ
る
様

子
な
ど
を
足
元
か
ら
間
近
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
構
造
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
、

１
階
団
体
フ
ロ
ア
に
あ
る
世

界
に
あ
る
タ
ワ
ー
の
紹
介
や

東
京
の
様
子
を
デ
フ
ォ
ル
メ

し
て
描
い
た
隅
田
川
デ
ジ
タ

ル
絵
巻
の
解
説
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
併
せ
て
、
「
鉄
骨
を
白

色
に
し
た
理
由
」
「
な
ぜ
、

三
本
足
な
の
か
」
「
雷
が
落

ち
た
ら
ど
う
な
る
の
か
」
と

い
っ
た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

に
ま
つ
わ
る
ト
リ
ビ
ア
を
紹

介
し
た
後
に
、
通
常
入
る
こ

と
が
で
き
な
い
足
部
分
へ
。

実
際
に
鉄
骨
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
写
真
撮
影

も
可
能
だ
。

　
世
界
一
高
い
タ
ワ
ー
で
あ

る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に

は
、
年
間

～

回
程
度
の

落
雷
が
観
測
さ
れ
て
い
る
。

落
雷
は
地
上
４
９
７
㍍
と
西

鼎
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ロ
ゴ

ス
キ
ー
コ
イ
ル
（
雷
測
定
装

置
）
で
観
測
し
、
電
流
値
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
収

集
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の

ロ
ゴ
ス
キ
ー
コ
イ
ル
の
見
学

も
で
き
る
（
写
真
撮
影
は
不

可
）
。

　
展
望
台
入
場
券
を
購
入
す

れ
ば
先
着
順
で
参
加
で
き

る
。
所
要
時
間
は
約

分
。

定
員

人
。

　
東
武
グ
ル
ー
プ
の
東
武
ト

ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
は
、
日
光
・

鬼
怒
川
エ
リ
ア
を
販
売
戦
略

上
の
重
要
な
地
区
と
位
置
付

け
て
い
る
。
東
京
（
浅
草
）

か
ら
の
東
武
鉄
道
に
よ
る
交

通
網
が
整
っ
て
い
る
う
え
、

グ
ル
ー
プ
各
社
が
提
供
す
る

施
設
・
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し

て
い
る
か
ら
だ
。

　
企
画
仕
入
本
部
国
内
旅
行

部
東
日
本
国
内
企
画
セ
ン
タ

ー
の
石
川
智
也
氏
は
「
他
社

と
の
差
別
化
が
図
れ
る
特
色

あ
る
旅
行
商
品
を
造
成
で
き

る
の
が
当
社
の
強
み
。
引
き

続
き
パ
ー
ト
ナ
ー
の
皆
さ
ま

と
の
連
携
の
も
と
、
こ
の
地

区
の
販
売
強
化
に
努
め
て
い

く
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。

　
「
感
じ
る
旅
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
た
企
画
商
品
ブ
ラ

ン
ド
「
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｌ
」
で
は
、

各
温
泉
や
宿
泊
・
観
光
施
設

の
ほ
か
、
修
復
の
終
わ
っ
た

陽
明
門
が
公
開
さ
れ
た
日
光

東
照
宮
、
東
武
鉄
道
の
新
型

特
急
「
リ
バ
テ
ィ
」
や
Ｓ
Ｌ

「
大
樹
」
な
ど
今
年
新
た
に

加
わ
っ
た
観
光
素
材
を
元

に
、
日
光
・
鬼
怒
川
エ
リ
ア

で

プ
ラ
ン
を
造
成
し
て
い

る
。

　
「
当
社
商
品
な
ら
で
は
の

特
徴
は
、
『
東
武
ス
ー
パ
ー

チ
ケ
ッ
ト
』
が
付
い
て
い
る

こ
と
」
と
東
日
本
国
内
企
画

セ
ン
タ
ー
の
田
熊
美
千
代
さ

ん
。
同
チ
ケ
ッ
ト
で
は
、
旅

行
の
予
定
に
合
わ
せ
、
缶
ビ

ー
ル
セ
ッ
ト
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
緑
茶
セ
ッ
ト
の
引
き
換

え
、直
通
バ
ス「
日
光
・
鬼
怒

川
エ
ク
ス
プ
レ
ス
号
」
の
乗

車
半
額
な
ど
、
数
々
の
特
典

か
ら
自
由
に
選
択
で
き
る
。

　
東
武
鉄
道
を
利
用
す
る
プ

ラ
ン
で
は
、
指
定
さ
れ
た
エ

リ
ア
内
で
あ
れ
ば
鉄
道
だ
け

で
な
く
、
路
線
バ
ス
も
乗
り

降
り
自
由
の
フ
リ
ー
パ
ス
が

付
い
た
プ
ラ
ン
も
好
評
だ
。

Ｓ
Ｌ
「
大
樹
」
乗
車
プ
ラ
ン

は
、
特
典
と
し
て
Ｓ
Ｌ
大
樹

パ
ッ
ケ
ー
ジ
仕
様
の
ミ
ル
フ

ィ
ー
ユ
カ
ツ
サ
ン
ド
が
付

く
。

　
湯
西
川
・
川
俣
・
奥
鬼
怒

エ
リ
ア
に

月

日
～

月


日
に
宿
泊
す
る
プ
ラ
ン
で

は
、
大
人
１
人
に
つ
き
千
円

分
の
館
内
利
用
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
い
る
。

　
増
加
す
る
訪
日
レ
ジ
ャ
ー

需
要
の
取
り
込
み
に
も
力
を

注
ぐ
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
商
品
の
販
売
を
目
的

と
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
セ

ン
タ
ー
を
国
際
事
業
推
進
部

内
に
設
置
し
て
い
る
。

　
人
気
の
商
品
は
、
日
光
・

鬼
怒
川
地
区
の
温
泉
に
宿
泊

し
て
、
そ
の
先
の
会
津
に
向

か
う
プ
ラ
ン
。
東
武
鉄
道
の

交
通
網
を
効
率
的
に
利
用

し
、
温
泉
や
観
光
な
ど
こ
の

地
区
の
魅
力
を
楽
し
め
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
。


